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　第８次行財政改革実施計画の計画
期間（令和５年度～７年度）の計画
期間終了に伴い、取組の総括を行い
ました。この間、第三者機関である
行財政改革検討懇談会を開催し、取
組の進捗管理を行ってきました。
　令和７年度は、実施目標60件に対
し52件を達成、効果額は計画の約

８億1548万円を大きく上回る約11億
8448万円となりました。計画期間
全体では、延べ183件、約26億9089
万円の目標に対し、159件、約31億
3562万円の効果額を達成しました。
■主な取組実績と効果額

▼企業版を含むふるさと納税制度：
約6862万円

▼未収金対策推進：約4432万円

▼やわた未来いきいき健幸プロジェ
クト：約10億4349万円

▼長寿命化や就学前施設の再編、個
別施設の見直し：約19億343万円

▼スクラップ＆ビルド、自治体ＤＸ
の推進：約4422万円
　同検討懇談会からは、取組への評
価をいただく一方、未達成項目の要
因分析や、企業誘致・空き施設の活

用・業務効率化・市民協働の仕組み
づくり、スクラップ＆ビルドの推進
など、引き続き行財政改革を進める
よう指摘がありました。
※実施計画のまとめ全文は、市ホー
ムページや閲覧コーナー（市役所
２階）でご覧くださ
い。

問政策企画課（☎983‒1004）

第８次行財政改革実施計画の取組を総括

　市民の皆さんが日ごろ健康につい
て感じていることを調査し、「第２
次やわたスマートウェルネスシティ
計画」を策定する資料とするため、

アンケートを実施します。20～79歳
の市民から無作為に抽出した5,000
人を対象にアンケート調査を送付し
ますので、ご協力ください。

▼アンケート調査発送日
　10月７日（水）

▼回答期限
　10月23日（金）

問健康推進課（☎983‒1116）

健幸づくりに関する市民アンケートへのご協力のお願い

▼回答方法
・返信用封筒で返送
・調査票に記載の二次元コードから
オンラインで回答

せください。

▼日時　11月14日（土）
　　　　午後２時～４時

▼場所　市役所本庁舎５階
　　　　会議室５‒１、５‒２

▼対象　市内在住の人（年齢不問）

　市の公共施設は、昭和52年の市制
施行以降、人口増加やニーズの変化
に対応しながら、整備・充実を進め
てきました。しかし、築40年を超え
る施設が全体の約７割を占め、多く
の施設において改修や建替えの必要

が迫っていることや人口減少・少子
高齢化による施設利用状況の変化を
踏まえ、「八幡市公共施設再編計画」
の策定に向けた市民ワークショップ
を開催します。未来の公共施設の在
り方について、ぜひご意見をお聞か

問総務課（☎983‒2115）

公共施設再編計画に関する市民ワークショップの参加者募集

▼参加募集期間
　10月１日（木）～22日（木）

▼参加方法
　電話、右記専用フ
ォームにて受付※応
募多数の場合は、抽
選となります。

　市では重要な計画などの策定時に、市民の皆さんから意見を募集し、それを考慮して施策
を決定します。次の２つの改定案等について、ご意見をお寄せください。いただいた意見は
市ホームページ等で後日公表する予定です。電話、口頭でのご意見は正確に保存できない可
能性があり、お断りしています。また、個々の意見への直接回答は行っておりません。

２つの改定案等に
意見を募集

②八幡市地域公共交通網再編案①第９次行財政改革に向けた答申案（概要）

名等)、電話番号を記入し、次のいずれかの方法でご
提出ください。
ア郵送または持参
〒614－8501（住所記載不要）と担当課名を記載し、
提出
イファックス送信
ウ市ホームページのフォーム

■募集対象　市内在住・在勤・在学者（②は市内に事業
所を有する人も対象）
■案の閲覧時期と募集期間
❶９月28日（月）～10月20日（火）
❷10月１日（木）～30日（金）
■案の閲覧場所　担当課窓口、市ホームページ等
■提出方法　あなたの意見、住所（所在地）、氏名(法人

共
通
事
項

行財政改革に向け
た答申案

八幡市地域公共交
通網再編案

問政策企画課（☎983‒1004､ ＦＡＸ983‒3593）
問管理・交通課
　（☎983‒5144､ ＦＡＸ983‒1143）

　５月22日に行財政検討審議会を設置し、４回の
審議を経て答申案を作成しました。令和９年度を
初年度とし、次の３本柱を一体的に推進すること
で、市民サービスの質の向上と持続可能な行政運
営の両立を求めています。
　スクラップ＆ビルドの推進　
　既存事業を検証し、限られた財源や人員を、よ
り必要性・効果の高い施策へ振り向ける取組を推
進するよう求める。
■事務事業の整理合理化 ▼市民ニーズや利用状
況、成果等を検証し、事業の廃止・縮小・統合
や実施方法の見直し ▼行政コストや事業成果を
踏まえ、民間等との役割分担や受益者負担、補
助金などを検証・見直し
■効果的施策の創造 ▼子育て、教育、医療、健
康福祉、地域経済など、将来への投資となる施
策を中長期的な効果も踏まえて重点化 ▼新たな
施策は必要性・緊急性等を踏まえて着手し、実
施後の効果や課題を検証して改善・情報発信
　行政ＤＸの推進　
　デジタル技術を活用し、市民サービスの向上と
業務の効率化を両立させ、持続可能な行政運営に
つなげる取組を推進するよう求める。
■デジタル化による市民サービスの向上 ▼手続

きのデジタル化により、時間・場所を問わず利
用できる行政サービスを推進 ▼対面・電話等に
よる支援も確保し、誰一人取り残さない利用環
境を整備
■行政の効率化 ▼ 業務の必要性や手順を見直
し、廃止・簡素化・統合・自動化を検討 ▼生成
ＡＩ等を活用して業務を効率化し、生み出した
時間を政策立案や市民対応などへ活用
　人材マネジメントの推進　
　職員の能力、経験、専門性や意欲を最大限に生
かし、限られた人員で組織力を高める取組を推進
するよう求める。
■人的資源管理の強化 ▼職員の能力・経験・適性
を踏まえ、採用・配置・育成・登用を一体的に推
進 ▼外部人材等も活用するとともに、職員が挑
戦・成長できる機会と機動的な組織体制を整備
■エンゲージメント向上 ▼組織の方針・目標を
共有し、仕事の意識や成果、やりがいを実感でき
る職場づくり ▼管理職のマネ
ジメント力を高め、職員の挑
戦や改善提案を後押しする組
織風土を醸成
※詳細については市ホームペー
ジをご覧ください。

　令和６年５月から検討してきた八幡市におけ
る地域公共交通網の再編案について、路線バス
の再編を踏まえ、運行ルー
ト等を見直しました。
■運行ルート
❶石清水さくらＵライン

▼29人乗り２台　 ▼橋本東山本⇔石清水八幡
宮間運行

❷美濃山あおばループ

▼７人乗り１台　 ▼有都・美濃山方面循環
❸男山こはくループ

▼７人乗り１台　 ▼男山方面循環
❹有都あくあループ

▼９人乗り１台　 ▼有都方面循環（市民体育
館経由）

■運賃　大人250円・小人130円
１日乗車券400円（全ルート共通。乗
継利用可）

■運行日　平日・土曜日※土曜日は本数を調整
します。

■運行開始日　令和９年３月下旬
※詳細については市ホームページ
をご覧ください。９月28日から公開


